
 

 

 
 

おめでとうございます！！ 
                                             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 
私の稚拙な文章で紹介するよりも、長崎新聞の

記事が明快に森藍空さんの活躍を紹介してくれて

いるので、新聞記者さんのお力をお借りしました。 

  ７月２日、私も、会場で森さんの意見発表を聞い

ていましたが、本当に立派でした。森さんの意見の

締め括りは、次の通りです。 
 
「私はこれからも進歩し続けたいと思います。人が

人と向き合って、その温かさに触れ合うことを大切

にしませんか。家族だけでなく、周りの人と共に成

長することが私の成長をより豊かなものにします。

あなたの身近な人を大切にしてください。その方々

は、きっと、共に成長していく大切な運命共同体で

す。いつか些細な思い出話に花が咲くように。」 
 
 森さんには、明後日１６日（水）の５時間目、リモ

ート形式により全校生徒に向けて、意見の全文を

紹介してもらうことにしています。 

 

  

 

 

 
  

本校の玄関 
               ７月７日（月）、職 

員玄関に飾られた 

美しい花です。活け 

てくださったのは、 

犬塚照代さん。実は、 

私は３４年前に犬塚   

さんのご長男を本校 

2年 3組で受け持ち 

ました。学校だより第 

１号に「民生委員や 

ボランティア等、学校

を支える地域の方に、以前の保護者の方が何人もいら

っしゃいました…。」と書きましたが、まさに、その一人が

犬塚さんです。でも、私は、とんだ失礼をしていたことが

先日、犬塚さんとの会話で分かりました・・・。 

  犬塚さんが、この生け花のボランティアを始められた

のは、平成 6年度からとのこと。約 2～3週間に一度の

割合で、30 年以上もボランティアを続けてこられてい

たのです。知りませんでした。私は平成 5年度まで明峰

中に勤務していましたが、その頃の本校は生徒指導上

の問題行動が絶えない学校でした。犬塚さんのこのボ

ランティアは、当時、子供たちのために何かできることは

ないかと考えた末の行動だったそうです。 

  「花の力ってすごいんですよ。いろんなことを教えてく

れます。」と犬塚さん。三十数年に及ぶ本校生徒のため

のボランティア活動に対して、改めてのお礼を述べると 

「その代わりに、こうして学校に来ることで、たくさんの

力をもらっています。」とのこと。何も言えなくなりました。 

その気高い生き方に触れ、ただ感激するばかりでした。 
 
  さて、職員玄関のす 

ぐそばに生徒会掲示 

板があります。6月の 

掲示板は 6号で紹介 

しましたが、7月のテー 

マは七夕。毎月、全校 

生徒の心が和むよう、 

掲示を工夫してくれる 

美術同好会の皆さんに 

感謝。   明峰中の玄関は本当に素敵です。 

※梅雨明けから、早２週間以上が経過しまし 
た。汗びっしょりになって登校してくる子供 
たちは、ただそれだけで本当に偉いと思い 
ます。私にはできません・・・。 

令和７年７月３日 
 
第 ９ 号 
  

校長 岡野利男 


